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1) 1 群，牌動脈本幹での塞栓例…… 6 例




血小板数増加は， n群の 1 例を除く 27例に認められた。増加の程度は，塞栓前に比べE群で 2 倍以上








塞栓術後の血小板数増加は，術後 1 - 4 週間で最高値に達し，全例でその後徐々に下降した。塞栓術
後一年以上の経過観察を行ったのは 19例で，各群ともに塞栓前の平均値を上回っていたが， m群での増




2. 牌機能克進症の改善とその長期的効果を目標とするならば， st田1 coilによる塞栓術はE群の牌内動
脈枝で行うのが最も有効である。
3. st田l ∞江による牌動脈塞栓術は，重篤な合併症の発生もなく，臨床的に牌摘にかわって牌機能克進
症の治療法のーっとして利用される可能性のある乙とが示唆された。
論文の審査結果の要旨
本論文は，牌動脈塞栓術に，塞栓物質としてsteel coilを用いて，副作用の軽減をはかり，塞栓部位から
みた塞栓効果を検討した臨床研究である。
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牌動脈本幹や牌門部動脈での塞栓効果はやや劣るが，牌内動脈枝での塞栓効果は良好で，長期にわたる
牌機能克進症の改善が得られた。
本研究は，本法が臨床的に牌摘に代って，牌機能冗進症の治療法のーっとして，広く利用される可能
性のある乙とを示唆するもので，学位論文に値するものである。
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